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すぐに実行することが大事（平櫛
ひらくし

 田 中
でんちゅう

） 

 

「いまやらねば いつできる わしがやらねば だれがやる」この言

葉を書いたのは誰か知っていますか。私も聞いたことはありましたが、

誰の言葉かということまでは知りませんでした。この言葉は、明治・大

正・昭和の三代にわたり活躍した有名な彫刻家、平櫛 田中先生です。  

田中先生は、苦しいことや辛いことにも負けずにがんばり抜いて、素

晴らしい彫刻家になった方です。 

「人は思ったらすぐに実行しなければならない。思っているだけで今やらなければ、

いつまで経ってもできません。そして、私がやらなければ誰がやるのですか」と口癖の

ようにおっしゃっていたそうです。田中先生は若い頃、台東区谷中のお寺にお住みにな

り、上野桜木のアトリエで作品づくりに励んでいらっしゃいました。文化勲章という、

芸術などの分野で活躍した方に贈られる勲章ですが、田中先生は受賞を記

念し、書（いまやらねば いつできる わしがやらねば だれがやる）を

自分の母校の子たちのために送ったそうです。田中先生はこの言葉が好き

で、何枚も書いて学校や子どもたちに渡したそうです。ともすれば、勉強

や練習は後回しにして遊んでしまいがちです。しかし、後回しにせず、毎

日、コツコツとやることで、努力が実を結ぶことを田中先生の言葉が教え

てくれています。 

田中先生は幼い頃、たくさんの本を読んで勉強したそうです。家が貧しかった田中先

生は、１４歳になった頃、丁稚奉公といって、お店に住んで働くことになりました。大

阪の店では、朝早くから夜遅くまで、掃除や水くみをするなど苦労して働きました。 

彫刻家になろうと思い、大阪の人形師の弟子となり、修行を続けながら、彫刻家への

夢を見ていました。その後、東京に出てきて、岡倉天心先生という先生と出会い、腕を

磨きました。近くにある東京芸術大学の先生として、学生たちに彫刻を教えました。年

をとっても、彫刻をたくさんつくり、亡くなる１０７歳まで精力的に作品を作り続けま

した。田中先生は、１００歳を超えた頃、医者から「先生の身体は７０歳」と言われ、

それから３０年分の木材を買い込んで、上野桜木にあったアトリエに運んだそうです。  

思い立ったらすぐに行動を起こすところは、本当に田中先生らしいですね。田中先生

は、「鏡獅子」といって歌舞伎をテーマに大きな作品をつくります。なんとできあがる

までに２０年かかったのです。モデルになった役者さんは亡くなり、田中先生もすでに

８５歳のおじいさんになっていました。今、その素晴らしい作品は、国立劇場のホール

に展示されています。谷中地区の二つの町会には獅子頭が送られ、夏祭りには飾られて

います。岡倉天心公園には、田中先生がお仕えになった岡倉先生の像があります。皆さ

んもぜひ、見てください。どれも田中先生らしい力強い作品です。 

田中先生は、「何でもええからこれという仕事を決めたら、ずうっとコツコツとやり

通すこと、ええがな」とよく、子どもたちには語っていたそうです。 

今日やるべきことは明日には延ばさない。そう心に誓うことの大切さを教えてくれて

いるようです。 
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第６０回運動会 
 

今年度の運動会も計画段階からコロナ禍の影響による紆余曲

折がありました。 

新型コロナウィルス等の感染状況がなかなか減少傾向に向か

っていかない。学校としては、１月、２月頃の爆発的な感染状

況による学級、学年閉鎖をした経緯があるだけに、恐る恐る、

試行錯誤しながらの計画。どのような運動会ができるのか、ど

のような工夫が必要なのか。また、保護者、来賓等の観覧はどのように対応できるのか。

悩み多く、考えてもしっかり答えが出ない状況が続きました。 

特に保護者の方々の観覧については、本校の校庭が他校に比較して狭く、生徒の感染

予防となるソーシャルディスタンス等を確保すると、保護者や来賓等の観覧場所の確保

が難しくなる。そのため、最初は Meet 等による配信により、

各家庭へ運動会をリアルタイムで画像を配信する方法を考えま

した。 

しかし、Meet によるオンライン配信では１００名程度が限

界で、４２１名の在籍生徒数をカバーするためには、Zoom 等

の配信権限を教材費等で購入する安定した画像を配信する方法

が必要でした。その方法は生徒用タブレット等を活用する方法

のため、練馬区教育委員会と連絡を取り、配信方法について協議しました。しかし、残

念ながら個人情報等の保護の観点から難しいという回答を頂き、ダメになる経緯があり

ました。 

ただ、プロ野球や J リーグのサッカー、その他プロスポーツ

の観戦状況を確認すると大勢の観客を入れている。また、飲食

さえ伴っている。その中でなぜ学校の運動会が観覧できないの

か悩みました。そこで急遽方向転換し、保護者の方々のみの観

覧という制限を付けた方法で臨むこととしました。 

なぜもっと早く決めないのかという疑問等もあったと思いま

すが、年明けから続いた感染状況のように、再び学校行事や部

活動、その他の教育活動が停滞することを一番に恐れていました。 

生徒が躍動して輝く機会を失うことは学校として一番辛い思

いであり、何より生徒自身が不利益を被ることになります。今

の高校２年生の子たちが楽しみにしていた運動会、修学旅行、

合唱コンクール、部活動、その他等の機会を失ったことは残念

でなりませんでした。 

でも今年はほぼ平常に近いかたちの運動会が実施できた。な

により生徒たちが楽しそうに運動会に取り組んでいた。充実し

ていた証拠だと思います。 

原則マスクの着用、対面にならない、手洗い、手指消毒の徹

底等の工夫による各種目等の実施。多くの卒業生や保護者の方

々が思い出として語っていた男子の組み体操はダンスに変わり

ましたが、全力を尽くした生徒たちの姿に、本当に心からうれ

しく、感動しました。来年こそ、かつての運動会のように大勢

の保護者、来賓、地域の方々をお招きして思う存分力を発揮す

る生徒の姿を共有したいものです。 
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紙上授業公開② 
 

１年生 社会科授業０５０９ 

６時間目に社会科の地理的分野の授業を行っていまし

た。内容は緯度・経度の活用とともに、地球儀、世界地図

等の見方、活用の仕方について学んでいました。 

前時の復習から、東京の位置を緯度と経度で表し、そこ

から東京の地球上での真裏に当たるのはどの地点になるの

か予想を踏まえながら先生が生徒に考えさせていました。 

授業で使用している地図帳（世界地図）にはちょうど地球上の反対（真裏）側が記さ

れているのですが、そのことには触れず緯度と経度から計算して位置を割り出し東京の

真裏の位置を考えました。その位置はちょうど南米大陸を少し外れた海洋上（大西洋上）

に日本の位置が存在していることが分かりました。 

学習はさらに進み、地球儀と世界地図の長所と短所に学

習内容は進みました。学校周辺の地図をグーグルマップで

見せ、地図の方位とともに、身近な地点の視野から世界規

模の視野に視点を変化、移行させる中で授業は進んでいき

ました。 

生徒達は電子黒板に映し出された世界地図を見て、アメ

リカ合衆国はどの方角に位置するのか地球儀を活用し、実際に紙テープや定規を活用し

ながらグループごとに考えてみました。すると地図上では真東にアメリカは見えていま

したが、地球儀を活用してみるとそうではないことに気がつきました。 

地図と地球儀の長所、短所に生徒達が気が付き始めたところで授業は終了しました。 

1 年生 国語（書写）授業０５１８ 

書写の授業が行われていました。授業の目標は漢字の外

形や中心について考えながら書いてみようでした。 

 授業の冒頭、先生から「中」と書かれた漢字が提示され、

生徒達に何かおかしい、変だなと思うことをあげてみよう

という、問いかけから授業はスタートしました。 

 生徒からは中心がずれている、バランスが悪い、口が右

に寄っているなどの考えが示されました。そして今日はこ

のように漢字の外形や中心等について考えることが大きな

目標となることが伝えられました。 

授業では早速、班（4 名程度）ごとになり、それぞれ六、

右、雨、下、西、手、顔、上、目の漢字が示され各グルー

ブで話し合い漢字の字形や中心等について意見を出し合い

ながら考えてみました。 

 話し合いでは、上下のバランス、口を小さくする、真っ直ぐ下に伸ばす、点を短く、

横画を短く等のさまざまな意見が出され他の班の生徒達にも参考となる考えが出され、

その後の漢字練習帳での書き方に生かされていました。 

３年生 数学授業 ０５１８ 

授業では式の計算式と図形の性質を関連させながら、う

まく計算式を立てて道路の面積を求めたり、その道路を平

行四辺形に見立てて、面積を求めたりするなど、式を活用

した授業が行われていました。 

 教科書の問題には１辺がｐｍの正方形の土地のまわり
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に、幅がａｍの道があります。道の中央を通る正方形の周の長さｌｍ、道の面積をＳ㎡

とするとき、Ｓ＝ａｌとなることを証明する問題に取組ながら考察を続けていました。 

 

インターハイ出場にあたり 
 

修徳高等学校 3 年  

先月に行われた、第７１回全国高等学校総合体育大会柔道競技大会東京都予選会女子

５７㎏級で優勝した事を貫井中学校卒業生として報告させていただきます。 

 私は貫井中学校で髙橋健司先生と出会い、柔道を始めました。この出会いが私を変え

て、今を作っていると思います。柔道の楽しさを知り、悔しい経験をし、高校で高いレ

ベルの中でやることを決意して修徳高校へ進学しました。入ってから大変だったのは、

周りとの経験値の差です。周りは小さい頃から柔道をしているので、その時間の差を埋

めることはとても簡単にできることではありませんでした。チームの中

でも一番弱く、稽古の中では負けてばかりで自分の柔道スタイルを見失

ってしまうこともあり、試合も校内予選で敗れて出れないことも多かっ

たです。そんなうまくいかないときを助けてくれたのがチームの仲間

で、遅くまで一緒に付き合ってくれたり、技術を教えてくれたり、その

仲間がいたからここまで自分の柔道というものを確立出来たし、少しず

つ勝てるようになったと思います。 

 私には二人同級生がいて、一人は全国大会へ出ていて、もう一人は全国優勝している

同級生です。そこへのプレッシャーもすごく大きくありました。でも、近くで見ていて

優勝する人はどういう行動をしているのかを考えたときにそれは当たり前に見えてとて

も難しいことでした。周りへの感謝の心を持つこと、誰よりも負けず嫌いであること、

自分の意志をもつこと、柔道以外の私生活を大切に出来る人、そんな人がチャンピオン

になるのは、必然的でした。勝つことにも理由があり、負けることにも理由があると学

びました。私は練習の中で妥協してしまうことがあり、その自分の弱さと向き合い続け

て、一日の練習の取り組み方を変えました。そして、朝一番に誰よりも早く学校に着い

て開門と同時に入り朝練をほぼ毎日続けました。これを継続してやること、初めは成果

として表れませんが、我慢強く自分を信じ続けることが大切です。この毎日の積み重ね

により、力もつき、何より「私は毎日やってきた」という自負へと繋がりました。 

 このインターハイ出場を決めたことで一番嬉しかったのは、周りの人が喜んでくれた

ことです。自分を支えてくれた親や、先生方に高校の仲間や、中学の仲間。沢山の方々

に支えられここまでこれたので、その感謝を柔道という形で返せて良かったと感じてい

ます。 

 私は毎日辛い日々で、貫井中学校での毎日を思い出していました。今みんなの部活、

私生活での楽しいことや、辛いこと全てがいつか自分の背中を押してくれると思います。

私は、柔道だけでなく人間性がとても大切だと優勝してより感じたので、あいさつや周

りへの感謝を日々大事にしてください。 

 「努力と誠実さが実を結ぶ」 一生に一度の今を全力で頑張ってください。 

※本校の令和元年度の卒業生です。インターハイ出場おめでとう！ 


